
 
 
 
 
 

大阪労働大学講座は労働に関する法律や経済、福祉等について基礎から専門分野まで体系的に学んでいただける実

践的、高度な講座です。企業・団体の職員研修、労働組合の組合員研修、または自己啓発の場としてご活用ください。 

分

野 
科 目 (テーマ) 内    容 

回

数 
講    師 日 程 

労
働
法 

労働組合・団体交渉 
労働組合と団体交渉をめぐる最近の 

法的問題点 
2 

京都大学大学院教授 

村中 孝史 

10月 16日(月) 

10月 17日(火) 

労働協約・争議行為 労働協約、争議行為をめぐる法的諸問題 2 
神戸学院大学教授 

表田 充生 

10月 25日(水) 

10月 27日(金) 

不当労働行為 不当労働行為、その救済制度の概要と問題点 2 
関西学院大学教授 

柳屋 孝安 

11月 7日(火) 

11月 8日(水) 

非正規雇用・ 

高年齢者雇用安定法 

有期労働契約、パートタイム労働及び 

労働者派遣法、高年齢者雇用安定法 
2 

神戸大学大学院教授 

櫻庭 涼子 

11月 16日(木) 

11月 17日(金) 

ダイバーシティ 
男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、 

障害者雇用促進法 
2 

大阪大学大学院教授 

水島 郁子 

11月 22日(水) 

11月 24日(金) 

労働災害 
労働災害の認定、過労死、メンタルヘルス、通勤

災害、使用者の安全配慮義務違反と損害賠償 
2 

京都大学名誉教授 

西村 健一郎 

12月 4日(月) 

12月 5日(火) 

労
働
経
済
・
福
祉 

労働市場 労働市場の変化と失業 1 
京都大学大学院教授 

久本 憲夫 

12月 11日(月) 

多様な働き方と均衡

処遇 
非正規労働者の均衡・均等待遇について 1 12月 12日(火) 

ワーク・ライフ・ 

バランスと労働時間 

ワーク・ライフ・バランスをめぐる論点整理と、

ワーク・ライフ・バランスを労働時間問題と 

捉えて、労使関係と法制度の両面から考える 

2 
同志社大学准教授 

寺井 基博 

12月 19日(火) 

12月 21日(木) 

労務管理の課題と 

展望 

グローバル経済社会において「多様性」を 

日本企業は受容できるか 
2 

大阪市立大学大学院准教授 

服部 良子 

1月 10日(水) 

1月 11日(木) 

介護保険、現場の 

現状と問題点 
介護保険制度と、介護現場が抱える課題 2 

大阪経済大学教授 

森  詩恵 

1月 18日(木) 

1月 19日(金) 

労
働
福
祉 

シンポジウム 

「現代日本の社会 

政策を問う」 

・報告とパネルディスカッションの二部構成 

・少子化、女性雇用、介護等、その課題と問題点を考える 

  ※講師：愛知学院大学教授 玉井 金五、大阪市立大学大学院准教授 服部 良子、 

    大阪経済大学教授 森 詩恵、大阪市立大学大学院特任助教 大城 亜水 

1月 26日(金) 

【会 場】 エル・おおさか(大阪府立労働センター)  本館６階 大会議室 《〒540-0031 大阪市中央区北浜東 3-14》 
※1/26(金)のみ、南館５階 南ホールで行います 

【時 間】 午後 ６時３０分 ～ ８時３０分 
【受講料】 ３０，０００円（全２１回）  ※受講料、本人負担の方には助成金制度がございます。 
【対象者】  労働組合員、企業の人事労務担当者、労働問題に関心のある方及び社会保険労務士等 
【定 員】  ５０名程度（定員になり次第締め切ります。）   
【主 催】  大阪府 、(一財)大阪労働協会 
【後 援】  連合大阪、(一社)大阪労働者福祉協議会、大阪府中小企業団体中央会、大阪府社会保険労務士会 
【申込先】  TEL.：06(6942)0001  FAX.：06(6942)1933  E-mail：ork@l-osaka.or.jp 

※事前にＦＡＸまたは電話、       振込先：りそな銀行大手支店 普通預金 口座番号 7465785       

Ｅメールでお申込みください。     口座名義 大阪労働協会（振込手数料はご負担ください） 
 

平成２９年度大阪労働大学・後期講座 受講申込書 

(ふりがな） 

氏 名 

 性 別 年 齢 

 男 ・ 女 歳 

住 所 
（自宅） 

〒       －   ☎ (携帯) 

                                      

 
勤務先又は 

所属組合名 
 

所 属  

所 在 地 
〒       －   ☎ (内線) 

                                                       

受講料の負担方法に 

✓を付けてください 
□本人負担  □企業負担 □組合負担（一部負担含む） 

受 講 料 

納入方法 
銀行振込 ・ 事前に持参支払 

※本申込書にご記入の個人情報は、本講座に必要な業務以外には使用いたしません。 

 

 

受講番号 

平平成成２２９９年年度度  大大阪阪労労働働大大学学・・後後期期講講座座  

受受講講生生  募募集集 

E-mail 

E-mail 


